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１．目標指標（PLAN）

２．主な取組の評価（DO・CHECK)

(1) 連携による行政の推進

３．結果と今後の方向性（ACTION）

A
市民生活に欠かすことができない消防、ごみ処理などの分野について広域連携によ
る事務を継続しつつ、圏域内の共通課題に取り組み、効果的・効率的な行政サービス
の推進を目指す。

昨年度実施結果 課題

進捗状況
（S:躍進中、A：予定通り、B：遅れ気味）

今後の方向性

昨年度実施結果 課題

昨年度実施結果 課題

昨年度実施結果 課題

昨年度実施結果 課題

昨年度実施結果 課題

消防、ごみ処理、水道、火葬等の広域行政・事務委託による事
務を継続しつつ、市民にとって最適な手法の研究を進めた。

関係施設が老朽化しており、更新や長寿命化に関する計画な
ど、関係団体と協議しながら今後の方向性を定めていく必要
がある。

昨年度実施結果 課題

R9
目標

R10
最終目標

広域連携の推進に関する取り組み
の市民満足度割合

74.3% 90.9% 80.9% 80% 80% 80% 75%

指標名
R4

現状値
R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

担当課
企画政策課 防災安全課 生活環境課

取組方針 効果的・効率的で安定した行財政運営
取組分野 広域連携の推進

施策主管部局 経営企画部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 まちづくりの進め方
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担当課
企画政策課 防災安全課 生活環境課

取組方針 効果的・効率的で安定した行財政運営
取組分野 広域連携の推進

施策主管部局 経営企画部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 まちづくりの進め方

４．関連する事務事業の評価

（単位）

（単位）

2,100 2,100

R9
目標

R10
目標（指標名）

市内救急出動件数 件 2,260 2,575 2,521 2,100 2,100

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

構成市町、一部事務組合と協議する。

813,931,000 円

R7予算額
施策内優先度 B

835,021,000 円

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

広域消防・広域防災負
担金支払事業

みよし市、豊明市、日進市、長久手
市、東郷町の４市１町で組織する尾
三消防組合に対し、尾三消防組合規
定第11条により、分担金を負担し、
常備消防を充実させ、強化を図る。
  

現
状
維
持

消防広域化によるデメリットを招かないよう県
や関係市町と十分に調整を図る。

防災安全課

R6決算額

90.0 90.0

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標（指標名）

住みやすいと感じる市
民の割合

％ 86.4 89.1 89.0

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

90.0 90.0

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

B
554,000 円

広域行政事務負担事務

平成25(2013)年度に締結した基
本協定に基づき、日進市、東郷町、
豊 明 市 及 び み よ し 市 （ ※ 平 成
27(2015)年度に長久手市参加）
による自治体間連携協力に関する
事業をはじめとする広域連携に関
する事業の研究を行うため、各種会
議に参加する。

現
状
維
持

尾三地区自治体間連携推進会議など、広域連携
に関する会議に出席し、圏域内の共通課題につ
いて協議し、広域連携による取組の検討を行っ
た。今後も効率的な行政サービスを推進し、快適
な住環境の整備を図るため、広域連携に関する
各種会議へ参加する。

企画政策課

R6決算額 圏域内の共通課題解決に向けた広域連携による取組につい
て、効果的・効率的な行政サービスの実施を検討するため、
継続して各種会議への参加を行う。550,200 円

R7予算額
施策内優先度

関連する事務事業のR6決算総額： 1,352,763,158 円

関連する事務事業のR7予算総額： 1,382,147,000 円
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担当課
企画政策課 防災安全課 生活環境課

取組方針 効果的・効率的で安定した行財政運営
取組分野 広域連携の推進

施策主管部局 経営企画部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 まちづくりの進め方

（単位）

（単位）

41,540 41,540

R9
目標

R10
目標（指標名）

グリーン・クリーンふじ
の丘への搬入量

㎏ 42,270 46,420 41,540 41,540 41,540

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

今後も使用するため、事務委託を継続する。

2,818,535 円

R7予算額
施策内優先度 B

4,597,000 円

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

塵芥処理に係る豊田市
への事務委託等事業

・地方自治法第252条の14及びみ
よし市と豊田市との間における委
託に関する規約に基づき、塵芥処理
に係る豊田市への事務委託を行う。
【委託費の算出基礎】
（管理及び執行に要する経費＋維持
管理費に係る人件費－使用料収入）
×前々年度の利用実績割合
  

現
状
維
持

・人口増により排出されるごみの量が増加一途
をたどっている。 
・また、生活様式の向上によりごみ質も多種多様
化し、不燃物最終埋立処分場を確保し、市民の
「衛生的で快適な文化生活」を保障する。

生活環境課

R6決算額

446 446

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標（指標名）

古瀬間聖苑利用件数 件 403 453 446

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

446 446

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

B
28,183,000 円

古瀬間聖苑に係る豊田
市への事務委託等事業

・地方自治法第252条の14及びみ
よし市と豊田市との間における委
託に関する規約に基づき、古瀬間聖
苑に係る豊田市への事務委託を行
う。
 
【委託費の算出基礎】
（管理及び執行に要する経費＋維持
管理費に係る人件費－使用料収入）
×前々年度の利用実績割合

現
状
維
持

・平成20(2008)年度から豊田市への事務委
託事業となった。火葬場建設までは事務委託を
継続していく。
・令和６(2024)年度 火葬炉修繕（計画修繕）、
待合室細分化工事
・令和７(2024)年度　火葬炉修繕（計画修繕）

生活環境課

R6決算額 継続して事務委託をしていく。

19,797,029 円

R7予算額
施策内優先度
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担当課
企画政策課 防災安全課 生活環境課

取組方針 効果的・効率的で安定した行財政運営
取組分野 広域連携の推進

施策主管部局 経営企画部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 まちづくりの進め方

（単位）

（単位）

16,749 16,749

R9
目標

R10
目標（指標名）

尾三衛生組合ごみ搬入
量

ｔ 17,468 17,288 16,749 16,749 16,749

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

焼却灰等の減量化のため、ごみ減量化の啓発を進める。

489,957,000 円

R7予算額
施策内優先度 B

486,011,000 円

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

尾三衛生組合負担事業

ごみ処理を、一部事務組合において
行うことにより、廃棄物処理事務の
効率化を図る。
【尾三衛生組合運営管理費】
・運営費負担金 70/100ごみ量
割、30/100人口割
【建設費負担金】
・施設建設費の起債償還費を共同で
負担する。

現
状
維
持

・管内住民の、「衛生的で快適な文化生活を行
う」を保障するため、一般廃棄物処理施設の最
大限の能力を発揮するよう、一般廃棄物処理行
政を効果的に行うことを使命として事業を進め
ていく。

生活環境課

R6決算額

5,507 5,507

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標（指標名）

砂川衛生プラントへの
搬入量

kl 5,206 5,453 5,507

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

5,507 5,507

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

B
27,781,000 円

し尿処理に係る豊田市
への事務委託等事業

・地方自治法第252条の14及びみ
よし市と豊田市との間における委
託に関する規約に基づき、し尿処理
に係る豊田市への事務委託を行う。
・砂川衛生プラント委託料
【委託費の算出基礎】（管理及び執
行に要する経費＋維持管理費に係
る人件費－使用料収入）×前々年度
の利用実績割合

現
状
維
持

・平成20(2008)年度から豊田市への事務委
託となった。 
今後も事務委託を継続していく。 
・下水道事業により、し尿汲取り及び浄化槽の清
掃等は減少傾向にあるが、完全になくなってし
まうわけないので、施設の運営及び維持管理を
効率的に行うことにより衛生的に処理をしてい
く。

生活環境課

R6決算額 使用を続けるため、事務委託を継続する。

25,709,394 円

R7予算額
施策内優先度


